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F飲み込み :こ合わせた食事 ～安全 |こ 羮峠しく～J

講師 :閉ププレひまわり管理栄養士 丼上香織様
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参加者の皆さまより、「実際に食事の形態を試すことができたのでよく理解
できた」「介護はいつまで続くのかと思う時もあります。ス トレスとうまく
付き合いながら過ごしたいです」等、感想をいただきました。
ご参カロありがとうございました。
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: 橿曲覇謳輔包仁疱はなシ伊―野よ

福山市野上町二丁目5番9号

8電 言舌   084-921-0210
逼ユFAX   084-921-0243

月曜～土曜 8:30～ 17:30
(夜間・休日 可)

明けましておめでとうございます。
皆様と

″
つながる

″
地域づくりを目指して

伴走してまいりますので、本年も宣しく
お願い申し上げます。 (職員―同)

2024年 10月 21日 (月 )まなびの館□―ズコムにて

「家族介護者等支援交流教室」を開催しました !

『舎塁骰颯孟錮瘍饒朦鍾つしヽ電 特ス トレス仕上手 :こ雉敵ty=りまう′ヽ重

講師 :認定心理士・認知症介護指導者 辰川和美様
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インフルエンザウイメレス

感染している人の咳やくしゃみと共に放出されたウイルスを吸い込
むことや、ウイルスのついた手から手へ、回や鼻、目などの粘膜に
触れることで感染します。
ウイルスが体の中で増えて、熱やのどの痛みなどの症状を引き起こ
します。
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撃 対 策

手洗いを帰宅時や調理の前後、食事前に行いましょう。
予防接種をしておくことで重症化を防ぐことができます。
体の抵抗力を高めるために、十分な休養とバランスの
とれた栄養摂取を心がけましょう。

室内ではこまめに換気をしましょう。

人ごみに出かける時は、マスク (不織布)を使用しましょう。

ノロウイリレス

11月 ～3月 の寒い時期に特に多く、手指や食品などを介して国から入
ることで感染します。

乳幼児や高齢の方がかかると重症化することがあります。

撃 対 策

① トイレの後、調理をする際、食事の前には手洗いをしましょう。
② 手洗いの後、使用するタオル等は清潔なものを使用しましょう。

症状のある人とタオルは別にしましょう。
③ カキなどの2枚貝は中心部まで十分に加熱してから食べましょう。
④ 野菜、果物などは十分に洗浄しましょう。


